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１．はじめに 

我が国のトラック輸送はトンベースで約9割の貨

物量を占めており、経済の要である。しかし、安全

管理やドライバー不足などの課題があり、物流支援

の必要性が高まっている。当研究室では、ITSスポッ

トから収集する道路プローブデータを活用した物流

支援サービスの研究開発を進めている。また、2012

年9月から「ITSスポット共通基盤を活用した産学官

連携サービス開発に関する共同研究」（以下、官民

共同研究）を実施してきた。本稿では、官民共同研

究で構築したETC2.0プラットフォームによる官民連

携物流支援システムを紹介する。 

２．ETC2.0プラットフォーム 

ETC2.0プラットフォームとは、道路に設置した路

側機の近くを車両が通過した時に、ETC2.0対応車載

器が記録する走行履歴等の道路プローブデータをプ

ローブサーバに収集する基盤システムである（図1）。 

 

図1 ETC2.0プラットフォーム 

３．官民連携物流支援システム 

官民共同研究の目的は、個別車両を特定した道路

プローブデータ（特定プローブデータ1)）を活用し

た物流支援サービスの実用化促進と、道路行政とし

て道路管理効率化・高度化を図ることである。 

図2にETC2.0プラットフォームを活用した官民連

携物流支援システムを示す。官が収集する特定プロ

ーブデータは、全国高速道路上の約1,600個所に設置

したITSスポットからプローブデータ共用システム

に収集される。物流事業者の配送拠点、配送先周辺

の特定プローブデータは民が配送拠点等に設置した

簡易なITSスポットから物流事業者サーバに収集さ

れる。官民共同研究では、官民間の通信インタフェ

ース仕様を策定し、官民各々で収集できない部分の

特定プローブデータをオンラインで共有した。 

 

図2 官民連携物流支援システム 

これにより、官と民は双方でより広い範囲での物

流車両の動きが把握できる。また、物流事業者にと

っては、車両運行管理、配送効率向上、安全運転支

援、エコドライブ支援などが期待される（表）。 

表 物流効率化支援サービス

 

４．おわりに 

2015年度から全国規模での物流支援の社会実験を実

施予定である。今後は技術面のみならず、制度面・

運用面でのルールづくり等の検討を進めていく。 
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